
  

軽井沢には、夏には避暑をかねて、ドイツ人だけでなく、青い目の人々がたくさん

集まっていた。カルシュ一家は毎年、この地に別荘を借用した。気候もエンメラに合

うので、皆がこの時期を楽しみにしていた。カルシュ博士はここ軽井沢の別荘で思索

をし、寸暇を惜しんで哲学史と人の意識の進化に関する研究の原稿に手を加えていた。

舗装の行き届いていない目抜き通りの町並みをカルシュは歩きながらひとの動きを

一幅の絵として捉えている。街なかの写真では一部しか様子をうかがえないにしても

家並みには風情がある。 

なお、当時の軽井沢駅から北を眺めた浅間山と離山の姿が美しい。それに、カルシ

ュは、駅周辺の人通りの様子に加えて客待ちの人力車の佇まいの貴重な写真を残して

いる。それは松江駅前のそれと比べてきわめて興味深いものである。 
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